
Ostroサンプル前処理製品： 
回収率

結果

分析種回収率　50 µLラット血漿
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はじめに

回収率測定は特定の前処理製品または技術を用いたサンプル 

マトリクス中の分析種の定量法を評価するために重要です。

Ostro™プレートの評価の一環として、目標とする化合物が正確

に定量できるかを判断する目的で、ヒト及びラットの血漿中に

添加された広範囲にわたる分析種の回収率を評価しました。

実験

サンプル：高、中、低濃度で分析種を添加されたヒト
またはラットの血漿
　 添加濃度範囲  

　低濃度 ［Low］：0.2-40 ng/mL  

　中濃度 ［Med］：2-400 ng/mL  

　 高濃度 ［High］：20-4,000 ng/mL

　 ロード容量 ［血漿：溶媒（ギ酸を1%添加したアセトニトリル）］ 

　50 µL：150 µL  

　100 µL：300 µL  

　200 µL：600 µL

分析種混合物
　 フルチカゾン 　 ニフルム酸
　 9-OHリスペリドン 　 プロプラノロール
　 クロナゼパム 　 ケトプロフェン
　 イミプラミン 　 ナプロキセン
　 バレタメート 　 サリチル酸
　 テルフェナジン 　 カフェイン

手順
　 Ostroプレートに血漿をロードする

　 抽出溶媒をロードする
　 抽出溶媒と同量にセットした電子ピペットを用いて、3度 

アスピレートする

　 15”Hgにセットしたバキュームマニホールドに5分間かけ、
吸引する

　 窒素ガスを用いて乾燥させる
　 もとの血漿（50 µL、100 µL、200 µL）と同容量の溶媒で再溶解

　 8 µLを、10 µLループに注入する



分析種回収率　50 µLヒト血漿＊
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＊ 血漿に対する有機溶媒の比率を上げると、少量サンプルでの回収率を向上させる
ことができます。また、Water Positive Pressure-96 Processorの使用でも回収率の向上が
確認されています。

結論

Ostroプレートは様々な条件において優れた回収率を示しています。

ここでは低・中・高濃度の様々な化合物で評価され、一貫して回収

されることが示されました。ラット及びヒト血漿の両方でこの頑健性

が示されました。
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